
 

 

　■萬代舘の概要 

　　・建設年　昭和31年（1956年）竣工 

　　・施工者　棟梁　靎沢亀吉（つるさわ　かめきち） 

　　・構　造　木造２階建（屋根トラス組） 

　　・寸　法　桁行方向　22,750㎜（12.5間） 

　　　　　　　梁間方向　14,560㎜（8間） 

　　・床面積　２階　174.31㎡（ 52.7坪） 

　　　　　　　１階　374.30㎡（113.2坪） 

　　・延床面積　　　548.61㎡（166.0坪） 

　　・外部仕上げ 

　　　　屋根　トタン平葺カラー塗装 

　　　　外部　モルタルリシン吹付 

　　　　　　　スクラッチ及びモザイクタイル 

　　　　内部　床－モルタル目地切 

　　　　　　　壁－ベニヤ板貼、漆喰塗 

　　　　　　　天井－シージングボード貼目地押 

　　・定　員　188席 

　　　　　　　　１階固定席84席＋移動席56席 

　　　　　　　　２階固定席48席 

　　・用　途　映画、演劇、寄席、講演会、催事など 

　　・設　備　映写機（35㎜） 

　　　　　　　プロジェクター、ブルーレイプレーヤー 

　　　　　　　舞台用照明 

　　　　　　　　パーライト×16 

　　　　　　　　（うちカラースクローラー付き×４） 

　　　　　　　　エリアスポット×２ 

　　　　　　　音響設備 

　　　　　　　　マイク×４（有線） 

　　　　　　　　ＣＤ・カセットデッキ 

 

　■展示場の概要 

　　・建設年　平成30年(2018年)竣工 

　　・間取り　展示室25畳、和室(８畳)２部屋 

　　・設　備　給湯室、浴室、トイレ 

　　・用　途　展示会場、お休み処、集会場など 

 

 

 

※冷暖房の使用は、使用料に30％を加算した額 
※営利目的の使用は、使用料に100％を加算した額 
※展示場は萬代舘と一体となった使用を想定しています。 

 
 
 
 
 
 
 
　 
 
 
 
 
 
 
　 
 

■萬代舘住所 

　〒028-5312 

　岩手県二戸郡一戸町一戸字本町49番地 

 

■お問い合わせ先 

　一戸町商工観光課 

　〒028-5311 

　岩手県二戸郡一戸町高善寺字大川鉢24番地９ 

　電話0195-33-4855　ファックス0195-33-3770 
（R07.06） 

 ■使用料　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

 
名称 曜日区分

日中 
(９時～17時) 

※１時間あたり

夜間 
(17時～21時) 

※１時間あたり

全日 
(９時～21時)

 
萬代舘

平日 800 1,300 11,000

 土日祝 1,000 1,500 13,000

 
展示場

平日 600 1,000 7,000

 土日祝 800 1,200 9,000

 音響設備 一式

1,000／１回  照明設備 一式 

(スポットライト)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岩手県一戸町　萬代舘 

国登録有形文化財

ば ん だ い か ん

先代の萬代舘 展示場内部

夜の萬代舘いつもの萬代舘



 

 

　■萬代舘の歴史 

映画館「萬代舘」は、映画が大衆娯楽として絶頂

期を迎えていた昭和31年に建築された、岩手県内で

唯一残る現役の映画専用館である。 

 

　■「平成の大改修」の沿革 

町は平成18年に旧中心市街地の活性化を目指して

「古い建造物の再生利用実施計画」を策定し、重点地

区の重要建造物に萬代舘が対象となった。それに呼応

して平成20年に山火家より萬代舘は町に寄付された。 

平成20年４月に「映画館「萬代舘」施設改修に係る

検討会議」を組織し、建造物調査に入った。 

この結果を基に修理方針をたて、再生実施設計を行

い、９月に工事着工、12月に工事は終了した。 

 

 年代 内容

 明治42年 

 (1909年)

蔵を人形芝居小屋に改修し創業。旅の

芸人一座の公演や演芸会が行われた。

 大正３年 

 (1914年)

初代の建物(木造平屋建116.85㎡)が

山火廣治氏で登記される。

 大正４年 

 (1915年)

岩手に常設映画館ができる。萬代舘で

もこの頃から無声映画上映が始まる。

 昭和６年 

 (1931年)

萬代舘が二代目の山火徳次郎氏へ引

き継がれる。

 昭和10年頃 トーキー(有声映画)の上映が始まる。

 昭和22年頃 

 (1947年)

萬代舘の改修(外観の洋風化、２階席

の設置など)が行われる。

 昭和30年代 映画が娯楽として絶頂期を迎える。

 昭和31年 

 (1956年)

萬代舘が現在の建物に改築され、常設

映画館となる。

 平成20年 

 (2008年)

山火家から萬代舘が町に寄付される。 

平成の大改修が行われる。

 平成28年 

 (2016年)

萬代舘が国登録有形文化財に登録さ

れる。

 平成29年 

 (2017年)

山火家から旧山火邸が町に寄付され、

改修が行われる。

 

 

　■「平成の大改修」の概要 

調査の結果、建造物については、創建時の姿が良く

残っており劣化・破損部分を改修、併せて耐震補強も

実施し、塗装については、出来るだけ当初の色づかい

で仕上げた。 

また、活用のために冷暖房設備の新設、トイレの全

面改修、バリアフリー化、防災、照明、映写、音響各

設備を更新した。 

外部は、正面県道側からのアプローチを階段に改修

し、イベント時に階段広場として利用できる空間とし

て整備した。同時に従来の脇道も拡幅し、車いす等で

も萬代舘へ入館できるようバリアフリー対応とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

　■展示場の建築 

平成29年に山火家より旧山火邸が町に寄付され

た。萬代舘と一体となった活用をするため、多目的

に活用できる展示場として改修を行い、平成30年３

月に竣工した。 

 

萬代舘１階 平面図 展示場 平面図


